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「科学する心を育てる」 

～好奇心や探究心を育むための環境構成，教師の援助を考える～ 
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Ⅰ． はじめに 
 １． 昨年度までの取組 
    昨年度の取組で，子どもたちが人とか

かわりを広げながら，「思いを出す」「向

き合う」「つながる」経験を繰り返し，

夢中になって遊び，＜どんな思いも受け

止めてもらえる安心感＞を土台に，＜人

とのかかわり＞を深め，＜イメージ＞を

もって推測したり想像したりする経験が，「科学する心」を育んでいく事がわかった。さらに

一人一人の興味・関心を探ろうとする教師の援助や願い，遊びを継続するための環境構成が

大事であることがわかった。それを踏まえ，２学期以降も継続した飼育，栽培の中で，子ど

もたちがウサギと話ができる「魔法のペンダント」をつくったり，収

穫したサツマイモでサツマイモ屋さんやサツマイモパーティーをした

りなど，保護者や地域の大人も巻き込みながら創造性豊かに夢中にな

って遊ぶ姿が見られ，自園の子どもたちにとって自然とのかかわりが

いかに大事かを感じた。園内の自然環境や栽培計画を見直し，子ども

たちがその中でどのような経験をしているのかを丁寧に見取っていく

ことなどが課題となった。 
 
 ２． 今年度の本園の実態と課題 

 幼児や家庭の実態としては，家庭の様子が多様化し，幼児が自分の体と心を動かして様々

なことを直接体験する楽しさを感じる経験が少なくなっている。それによって，やる前から

失敗を恐れたり，しようとしなかったり，わかったつもりになったりして興味を示そうとし

ない姿や自分で深く考えようとしない姿なども見られる。私たちは，子どもたちに「自ら」

心と体を動かし，自分たちで考え「自ら」生活をつくる楽しさを感じ，好奇心や探究心を育

みたいと考える。また，今年度は教職員の異動により，約半数の入れ替わりがあった。その

中で，一人一人の教職員が子ども，保護者，教職員同士と信頼関係を築き，安心・安定しな

がら保育していくこと，経験の浅い教師に，それぞれの教員の持ち味を生かしながら，これ

まで大事にしてきた保育について伝えていくことは本園の大きな課題である。 
 

 ３． 「科学する心を育てる」についての考え方と取り組みのテーマ 
 以上のことより，身近な生き物の飼育や野菜や草花等の栽培，砂や水，泡などの素材の遊

びを通して，子どもたちの自分自身のこれまでの思い込みの殻を破る感動体験をしたり友達

と一緒に生活を創造したりしてほしい，その中で好奇心・探究心がどのように育まれるのか

探りたい。教師が子どもたちの姿をどのようにとらえ，何を願いどのようにかかわるのか，

子どもと共に明日への保育をどのようにつくっていくのか考えたい。上記の視点で，エピソ

ード記述したものの中から，本論文では，身近な自然とのかかわりの様子，泡遊びでの様子，

園庭の畑での栽培活動の様子について取り上げる。幼児のどのような姿から，その内面をど

うとらえていくのかという幼児理解の視点で事例に表し，幼児の姿，環境構成と教師の援助

のポイントについて考察する。さらに幼児の姿や教師のかかわりや環境構成を振り返り，見

直し，今後の保育計画について考え，保育を改善していきたい。  

「リボンちゃんかわいい」 

 
 

夢中になって遊ぶ 
｢思いを出す｣「向き合う」「つながる」 

イメージ 人とのかかわり 

環境構成

遊びを継続 
教師の援助 

一人一人への願い 
 

安心感 
イメージ 人とのかかわり

安心感

科学する心 
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１．身近な自然とのかかわりの中で 

事例① ≪アオムシを育てる事を通して≫ ３歳児 ４月上旬～７月中旬 

＜事例までの姿と 教師の願い＞ 
 Ａ児は，入園当初から，体験した事のない事にはいやという姿が多く見られた。Ａ児には，アオ

ムシの飼育を通して，生き物を世話し，保育室で共に過ごす中で，身近に感じ，生き物に興味・関

心をもってほしい。その体験が，頭の中で考えすぎてしまわず，何でもやってみようという思いに

つながってほしいと考える 。 
・環境 
☆環境に込めた願い 

子どもの姿 ♡教師の援助 子どもの姿の読み取り 
教師の思い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもの目線に合わせ

た台を作りその上に虫か

ごを置く。 

・虫かごの横に本立てを

置き「アゲハのせいちょ

う」の本をたてかける。 

☆アオムシを身近に感じ

てほしい。 

☆ 興味をもち，いろいろ

な事を発見してほしい。 

・テラスに虫かごをもっ

ていき，ふたをあける。 

 

 

・大切に育ててきたアオ

ムシがチョウになる。 

☆登園して子どものすぐ

目につく机に置いておい

た。 

☆登園してくる子どもた

ちが気づくのを待ってい

た。 

 

 

 

 

虫を見つけると「虫

や！気持ち悪い」「あっ

ちいって」と逃げる姿

があった。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ児とＣ児は，「アゲハ

のせいちょう」の本を

見たり，じっくりとア

オムシを見つめていた

りしていた。 

Ｂ児とＣ児は，頭を触

るとつのがでる事を知

る。「うわぁ！」と驚き，

「なんか臭いがする」

と指を臭いでいた。他

の子どもたちも寄って

きて，つのが出る事や

臭いのする事を知り興

味をもった。 

Ａ児は，少し怖い様子

で教師の背中にひっつ

きながら見ていた。 

 

 

 

チョウになった事に気

づき喜ぶ子ども。 

Ｂ児「外につれていこ

う！」 

Ａ児，泣きながら「や

めて！そこに戻しとい

て！」 

保育室でずっと一緒に

過ごす事になった。 

 

 

♡「そうやなあ」と声をかけ，

ちょっとこわいというＡ児

の気持ちを大切に受け止め

ながら，「虫も一緒に遊びた

いのかなあ」と声をかける。 

 

 

 

 

 

♡アオムシの頭をそっと触っ

てみる。 

♡「なんかでたね」と驚く気

持ちに共感する。「ほんとだ」

とＢ児の気づきに共感し，一

緒に臭いをかぐ。 

 

 

 

 

 

 

♡「すごいね，つのがでたよ！

なんだか臭いもするね」と優

しく声をかけながらＡ児の

姿を見守る。 

 

 

 

 

♡「そうだね，広い外につれ

ていってあげようか」とＢ児

の思いに共感する。 

♡「Ａくんは，ちょうちょさ

んにお部屋にいてほしい

の？」「ずっと一緒にいた大

切なちょうちょさんやもん

なあ」とＡ児の思いを受け止

め，気持ちに寄り添う。 

 

 

Ａ児は，入園するまで虫

とかかわる体験が少な

かったのだと思った。 

Ａ児は，虫等の生き物に

対して，よく分からな

い，少し怖い，気持ち悪

い，という思いをもって

いるととらえた。 

 

 

アオムシに興味をもち

見ているので，もっと近

くで色んな角度からじ

っくりと見て興味を広

げてほしいと願った。 

触ってみたりじっと見

たりする中で，新たな発

見をしたり触れ合う楽

しさを味わってほしい

と願った。 

 

 

Ａ児が自ら興味をもち

この場に見にきた事が

嬉しく，Ａ児がいつか自

分から動くのを待とう

と思った。 

 

 

Ｂ児は，以前園庭で放し

た体験から，チョウにな

ったから，外に放したい

と思ったのだろうとと

らえた。 

Ａ児がチョウを大切な

存在と感じてくれた事

がとても嬉しく，その思

いをしっかりと受け止

めたいと思った。 

平成２９年４月上旬＜嫌いあっちいって＞ 

平成２９年６月７日＜教師の背中越しに見る＞ 

平成２９年６月２４日（土）＜とんでいってほしくない＞ 
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・セミの抜け殻が園庭に

落ちている。 

☆セミの抜け殻２匹を，

登園して子どものすぐ目

につく机に置いておい

た。 

 

 

クラスの子どもたち

は，園庭でセミの抜け

殻を見つけては教師に

見せて集めていた。 

Ａ児は，セミの抜け殻

にゆっくりと手を伸ば

し，“ちょん”と触った。

その後，“ちょんちょ

ん”と何度も触った。 

 

 

♡「うわぁ！よく見つけた

ね！どこにあったの？」と子

どもの見てほしい気持ちを

受け止め，見つけた喜びに共

感する。 

♡「Ａくんすごい！触れた

ね！」と，少し怖いながらも

興味を示し，触ったＡ児の姿

を受け止める。 

 

 

子どもたちの沢山探す

のが楽しいという気持

ちや見てほしいという

気持ちを受け止めたい。 

 

Ａ児が，興味をもちセミ

の抜け殻に触った事に

驚き，Ａ児の思いや姿を

大事に受け止めたい。 

 [考察] 

 好奇心や探究心を育む経験 

＜動き出したＡ児＞ 

 Ａ児の気持ち悪い，あっちいってという姿を肯定的に受けとめ，認めてかかわる事で，知らなか

った事を知っていき，素直に思いを出すという姿につながっていったと感じた。毎日間近で，アオ

ムシの成長を見てきた事や，他の子どもたちが教師と一緒に虫かごの掃除をしたり，えさを取りに

いったりした様子を見てきた事等の体験の積み重ねが，泣きながら「やめて！そこに戻しておいて！」

とアオムシからチョウになったことに愛着を感じるＡ児の姿につながったのだと思った。 

＜身近な存在に＞ 

子どもたちのよく通る場所，子どもの目線に環境を整えた事で，じっ

くりとアオムシにかかわる姿につながったと感じた。Ａ児は，教師や他

の子どもたちが，楽しそうにしている姿を教師の背中にひっつきながら

見ていた。この『見る』という事がＡ児にとっての興味・関心の示し方

なんだと感じた。そして『見る』という体験こそがＡ児にとって自分の

思いを出していく過程の中でとても大切な体験だったと感じた。 

保育室でアオムシを育てた体験から，図鑑にのっているキアゲハを指さし，「このチョウを探そ

う！」という子どもの姿や園庭にチョウが飛んでくると，指をさし「あ！いた！！」と追いかけ喜

ぶ子どもの姿があった。この姿を見て，アオムシを育てた体験が，子どもたちにとってチョウが特

別な存在になることにつながったのだと思った。 

今後の保育計画 

まずは，子どもの思いを受け止め，認めてかかわるという事や，できるできないではなく，心の

中でおこっている過程を大切にしながらかかわっていきたいと思う。また，Ａ児の初めての事や分

からない事にはいやという姿も肯定的に受けとめかかわる事で，Ａ児が素直に思いを出せるように

かかわっていきたい。 

チョウになった時，保護者も「綺麗だね」「すごいね！」等と子どもと会話されている姿があった。

このような親子のかかわりや，幼稚園での子どもの姿を伝える事も大切にしていきたい。 

また，保育室で飼っているウサギに教師がすすんでごはんをあげたり，掃除をしたりなでてみる

等，ウサギを大切にしようとする気持ちや愛情が育つように教師がモデルとなりかかわっていきた

い。 

  

平成２９年７月１９日（水）＜少し触ってみる＞ 
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事例② ≪たこさんウィンナーがふくらんだ！≫ ３歳児 ６月下旬～７月上旬 
＜事例までの姿と 教師の願い＞ 
 入園した頃から，友達が遊んでいるところを少し離れた場所から見ていたＤ児。教師の誘いかけ

にも興味を示さず，知識として知っていることを伝えることで満足しているような様子が気になっ

ていた。Ｅ児をきっかけにクラスで馴染みだしたザクロの花を“たこさんウィンナー”に見立てた

遊びに興味を持ち始め，この遊びはＤ児にとって心動かす遊びの一つとなっていた。Ｄ児には，本

で見たことだけで得た知識だけではなく，実物を見たり，匂いを嗅いでみたり，触ってみたりする

体験をして夢中になって遊べるようになってほしいと願っていた。 
・環境 
☆環境に込めた願い 

子どもの姿 
 

♡教師の援助 
 

子どもの姿の読み取り 
教師の思い 

 
 
・お弁当箱の容器を用

意する。 
・お弁当の絵本を置

く。 
☆興味をもったザク

ロの花を使って遊べ

るように，“たこさん

ウィンナー”の見立て

を活用できるように

した。 
 
 
・ザクロの名称の札を

つける。 
☆樹木に興味をもっ

てほしいため，親子遠

足で行った植物園に

あったような，クイズ

つきの名札をつくっ

た。 

 
 
 
・教師が大きく膨らみ

垂れ下がったザクロ

を登園前に見つける。 
 
 
 
 
☆上の方にあったザ

クロが子どもたちの

目線まで垂れ下がっ

てきていた。写真では

なくぜひ実物を見せ

 
 
たこさんウィンナーをお

弁当箱の容器に入れる。 
Ｄ児はお弁当の絵本の前

に拾ってきたたくさんの

ザクロの花を並べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
札を見つけて，札の写真や

字をじっくりと見る。 
Ｅ児「『ざくろ』って書い

てある！」と驚く。 
Ｄ児「ザクロってフルーツ

やねんで」 
Ｅ児「そうやで！フルーツ

やで！食べられるんや

で！」と話す。 
Ｆ児「食べたい！」 
Ｅ児「私も食べたいなぁ」

と言う。 
 
 
たこさんウィンナー探し

を始める。 
大きく膨らんでいたザク

ロを近くで見た３人。 
Ｅ児「たこさんウィンナー

膨らんでいる！」と大きさ

に驚く。 
Ｄ児は，「これがザクロに

なるねん」と見て，指先で

つんつんと膨らんだザク

ロの花を何度も触る。 
Ｆ児「タマネギみたいだ！

 
 
♡一緒におにぎりや卵焼き等

のお弁当をつくる。 
♡子どもたちがつくったお弁

当を食べるふりをして「とっ

てもおいしい！上手につくれ

たね！」等の声かけをする。 
♡「たこさんウィンナーがたく

さん拾えたね！」とたくさん

拾えた嬉しい気持ちに共感す

る。 
 
 
♡「ほんまや！たこさんウィン

ナーってザクロになるんやな

ぁ。先生も知らんかったわ！」

と気持ちに寄り添い，共に驚

く。 
♡「ザクロってフルーツなん

や！みんなで食べられたらい

いなぁ」と気持ちに共感する。 
♡「そうやなぁ。食べたいなぁ」

と気持ちに寄り添いつつ“た

こさんウィンナー探し”を続

ける。 
 
 
 
♡探しながら垂れ下がったザ

クロの付近に行き「みて～」

とザクロを持つ。 
 
 
♡「大きいな！」と共感する。 
 
♡Ｄ児が自ら興味をもち，ザク

ロを触ったりしていることか

らとことん自分で見たり触っ

たりしてほしいと思いあえて

見守る。 

 
 
ザクロの花を拾ってくる

だけでなく，自分たちの身

近なお弁当で，ザクロの花

を使って遊べるようにな

ってほしい。 
自分だけのお弁当がつく

ることを楽しんでほしい

と思った。 
たくさん拾えることが楽

しいと読み取った。 
 
 
たこさんウィンナーがザ

クロということに驚きと

気づけたことに喜びを感

じていると感じた。 
「ざくろ」という文字で見

て文字に反応していると

思う。たこさんウィンナー

がザクロであることを知

った３人に教師はぜひと

も膨らんできている実物

のザクロを見せたいと思

った。 
 
 
 
Ｄ児に声をかけて誘うだ

けでは「知っている」と言

って来ないだろう。自然に

探しながらザクロの場所

まで行くことにした。 
 
Ｄ児が触ったことが嬉し

かった。硬さを確かめてい

るのかなと思った。 
自分で感じ取ることを大

事にしたいと思った。 

平成２９年６月１５日（木）＜お弁当に入れてみよう！＞ 

平成２９年６月３０日（金）＜ザクロはフルーツ！＞ 

平成２９年７月３日（月）＜膨らんだザクロ＞ 
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たいと思った。 
 

タマネギたこさん！」と身

近なものに見立てる。 
子どもたちは膨らんだザ

クロを取りたいとつぶや

く。 

♡「ほんまや！タマネギにも見

えるね！面白いね！」と気持

ちを受け止める。 
♡「もっと大きくなるかもしれ

ないよ！」と子どもたちの取

りたい気持ちも受け止めつ

つ，ザクロの生長を見守るこ

とにした。 

Ｆ児らしい表現だなと思

う。 
 
ザクロがさらに生長して 
変化していく様子を子ど

もたちに見せたい。 

 [考察] 
好奇心や探究心を育む経験  
＜Ｄ児にとって本当に必要な体験＞  
「ざくろ」の札を見たＤ児は「ザクロはフルーツ」と知っていた。その知識がＤ児にとっては大

事なことであった。しかし，絵や写真を見て得る知識だけではなく，実際に実物を見たり，触った

り，匂いを嗅いだりする体験がＤ児にとって本当に必要なことだと感じた。膨らんだザクロを見て，

自分の目で見たり，手で触ったりし，感触や大きさ，形と子どもたちがそれぞれに感じたことや気

づいたことがあった。特にＤ児はザクロをよく見て，何度も触っていた。このように自分で体験す

ることがＤ児にはこれからも必要であると感じる。また，たこさんウィンナーの遊びを継続的に楽

しんでいたからこそ，大きさや形の違いにきづき，より興味をもつことができたのではないかと思

う。３歳児にとって目で見てわかる変化や違い，実際に触れられる環境により，様々な体験が積み

重なっていくのだろう。 
今後の保育計画  

子どもたちと共にザクロの変化を見守っていき，収穫して食べることができるか検討したい。ま

た，５歳児が中心となって育てている園庭の畑にも園全体でねらいを共有し，連携を取りながら，

３歳児も水やりなど畑にかかわっていきたい。さらに，季節の移ろいと共に，園庭のモモやドング

リ（クヌギ）ができることに気づいたり，触ってみたりして，様々な感触や大きさ，形に出会える

ようにしたい。そして，Ｄ児には今後も幼稚園にある身近な植物等の実物にたくさん触れて，実物

から様々なことを感じてほしい。これまでも楽しんできた探検ごっこを続けて楽しみ，教師と一緒

に，見方や考え方，感じ方を広げていきたいと考えている。 
 
【身近な自然とのかかわり事例①② まとめ】 
 嫌いなものを嫌いでなくなる，知らないことを知るということではなく，これまでの自分を思わ

ず超えていく経験が，好奇心を育んでいくのであろう。「虫が嫌い」「知っている（つもり）」という

思いは一見，「科学していない心」のようにも思えるが，「嫌い」「知っている」と思えることも大事

で，その心を保育者がどのように受け止めていくかが大切である。アオムシを育ててチョウになる

感動を体験した子どもたちは，その後に園庭にやってくるチョウへの見方が，育てる前のチョウと

は，違うものとなっていると担任は感じている。「親しみを感じる」ことの深まりがある。私たちは

好奇心とは「興味をもってやってみようとすること」と単純に捉えていたが，体験の深まりと共に

子どもたちの見方や感じ方が広がり，好奇心にも深まりがあることにきづいた。また，自然物は一

つとして同じものはなく，見方や感じ方に正解はない。どの子どもの思いも一人ずつ違い，その思

い全てに共感できる。教師がそれを認めることで，友達の思いを知り見方や感じ方が広がる。その

良さを教師が十分理解し保育に取り入れていくことが大事である。 

たいと思った。
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２．泡遊び 
 身近で毎日，触れている石鹸を使って遊ぶ事は，ほとんどの子どもたちにとって，抵抗なくでき

る遊びで，感触が気持ちいいこの時期に泡をつくったり，ごちそうに見立てたりして遊ぶ事を楽し

んでいる。同じ素材の遊びで，学年によって違うねらいやどのような経験が好奇心・探究心を育ん

でいるのか，環境構成の工夫等について事例をもとに考えたい。 

事例③ ≪泡が出てきて面白い≫ ３歳児 ５月～６月 

＜事例までの姿と 教師の願い＞ 

 Ｇ児は初めて泥や砂を触るので，汚れる事に抵抗を感じる姿があった。少しずついろいろな素材

の感触を楽しんでほしいと願っていた。そこで汚れがつきにくい泡の遊びの環境を出した。最初は

教師が作った大量の泡を触ったり，自分の洗面器に集めてケーキに見立てたりして遊んでいた。洗

面器やペットボトルを使って遊んでいたが，手が滑る等扱いづらそうにしている子どもの姿もあっ

た。泡遊びを通して，泡の感触を十分に一緒に楽しみ，やってみたいと思える遊びをたくさん見つ

けてほしい。そして，やってみたい事をどんどんやってみてほしいと願っている。 

・環境 

☆環境に込めた願い 

子どもの姿 ♡教師の援助 子どもの姿の読み取り 

教師の思い 

 

 

・泡を作ってタライに

入れておく。 

・取っ手付きコップや

ゴムべらを出す。 

・子どもが使いやすい

高さの机の上に用具

を置く。 

・コの字型に机を配置

する。 

☆扱いやすく，ケーキ

のイメージがより広

がってほしい。 

☆用具をワゴンから

視界に入りやすい場

所に置くことで，いろ

いろな用具にも興味

をもってほしい。 

☆周囲で遊んでいる

人の存在を感じなが

ら遊んでほしい。 

 

 

・ペットボトルを半分

に切って逆さにした

もの（泡マシン）を用

意する。 

☆今まで見た事のな

い動きの泡を見て更

に楽しんでほしい。 

・ゴムべらをＧ児に手

渡す。 

  

 

Ｇ児はゴムべらに興味を

もち，ゴムべらで泡を混ぜ

る事を楽しむ。 

周囲で遊ぶ人の様子を見

て同じ用具を使ってみた

り，同じように泡を集めて

みたりして楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ児は教師と一緒に泡遊

びを見に行く。泡マシンか

ら泡が出てくる様子を教

師と一緒に見る。 

 

教師と一緒にゴムべらで

泡をすくい，泡マシンに入

れてみる。泡が出てくる様

子をじっと見つめ，次は自

 

 

♡泡の遊びに誘いかけ，教師も

手を携えて一緒にゴムべらを

持って遊ぶ。 

♡泡が少なくなってきたら泡

を作る。 

♡子どもたちが何度も泡をす

くったり，移し替えたりする

のを一緒に楽しんだり見守っ

たりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♡Ｇ児を誘い泡マシンの場に

一緒に行く。 

♡泡マシンに泡を入れて出て

くる様子をＧ児に見せ，「泡が

うにゅーって出てきたね！」

とまずは教師が泡の様子を楽

しむ。 

♡Ｇ児にゴムべらを渡して，

「Ｇちゃんも一緒にやろ

 

 

泡遊びに少しずつ興味を

もってきている。更に泡

の感触を楽しめるよう

に，やってみたいと思え

る環境を用意したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ児も一緒に泡マシンを

見つめているので，新た

な泡の動きに興味をもっ

ているととらえた。 

Ｇ児にも今まで見た事の

ない泡の様子を楽しんで

ほしい。Ｇ児が興味をも

ったゴムべらを用意すれ

ばやってみたいと思うか

平成２９年６月２３日（金） ＜Ｇ児泡マシンと出会う＞ 

平成２９年６月１２日（金） ＜ゴムべらに興味をもつ＞ 
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☆興味をもっていた

ゴムべらを使う事で，

もっとやってみたい

と感じてほしい。 

 

・Ｇ児の視界に入りや

すい場所にお玉を置

く。 

☆目や手の届く場所

にあるもので遊ぶの

が３歳児であると考

え，目の届きやすい場

所にいろいろな用具

を置く事で，違う用具

も試してみようとし

てほしい。 

分で泡をすくって泡マシ

ンに入れ，上からや下から

といろいろな角度で泡の

様子を見て楽しむ。教師の

言葉に笑顔で頷く。 

何度もゴムべらで遊んだ

後，近くにあったお玉に持

ち替えて泡を入れてみる。 

水分の多い泡が勢いよく

流れ，勢いに驚いて後ずさ

りをする。再びお玉で泡を

すくい，勢いよく流れる泡

を眺めた。 

ゴムべらに持ち替えて泡

を入れ，ゆっくり出てくる

泡の様子を見て笑顔にな

る。 

何度もゴムべらで泡を入

れ，時折手で感触を確かめ

てはゆっくり流れる泡の

様子を笑顔で見つめてい

た。 

う！」と誘い，一緒にゴムべ

らを持って泡をすくう。 

♡ゴムべらから手を離し，Ｇ児

が自分でやってみたい事を実

現できるように見守る。 

♡「また泡でてきたね！面白い

ね！」と話し，泡の様子を楽

しむＧ児の思いに共感する。 

♡新しい用具もやってみよう

とするＧ児の姿を見守り，何

を楽しんでいるかを見る。 

 

 

 

♡「ソフトクリームみたいだ

ね」と言葉をかけ，Ｇ児の楽

しむゆっくりとした動きの泡

の面白さを教師も一緒になっ

て楽しむ。 

もしれないと感じた。 

教師と一緒にやってみる

事でＧ児がやってみよう

とするきっかけになると

考えた。 

泡をじっと見つめる様子

から，泡の動きを楽しん

でいるととらえ，自分で

やってみる姿を見守る。 

やってみて楽しいという

Ｇ児の思いに共感し，面

白さを共有したい。 

Ｇ児はお玉ですくった泡

が勢いよく出てきた事に

驚いたが，ゴムべらです

くった時と違う泡と感じ

たと読み取った。違いを

感じる事がもっとやって

みたいと思う事につなが

っていくと感じた。 

教師に自分の感じた面白

さを認められる事で，更

に様々な事をやってみた

いと思ってほしい。 

 [考察]好奇心や探究心を育む経験 

 泡遊びを更に楽しむためには，新しい環境を用意して，「これはなんだろう？」と思えるようにす

る必要があると考えた。Ｇ児は泡マシンを見た時に，今まで見た事のない環境に興味をもち，初め

て見る泡の動きを面白いと感じたのだろう。そして，泡マシンをつかった泡遊びをとても楽しく感

じたから何度も繰り返して遊んでいた。３歳児では，面白いと感じた事を繰り返しやってみる経験

が好奇心と探究心を育んでいくと考えられる。 

環境構成と教師の援助のポイント 

 新たなアイテムを用意しようと考えた時に，他園の研究保育に参加した。その園ではペットボト

ルを半分に切って逆さにしたもの（泡マシン）で遊ばれていた。泡を切り口から入れると注ぎ口か

ら泡が出てくる仕組みだった。その環境が楽しそうだと感じ，保育に取り入れる事にした。遊びの

環境も毎日同じではなく，子どもの姿に合わせて子どもが扱いやすい用具やイメージが広がる用具

を用意し，日々少しずつ環境に変化をつける事で，子どもが更にやってみたいと思うという事が分

かった。また，すくう，流す，ためる等様々な遊び方を教師が想定してその特徴に合った用具を用

意する事も重要であった。 

今後の保育計画 

泡の感触を十分に楽しんで遊んできたので，更にいろいろな素材の感触を感じて子どもの世界を

広げていきたい。今後の遊びでは新聞紙やドングリのプールを作り，中に入る等で感触や音を楽し

みたい。また，新聞紙と水を混ぜて感触の変化を楽しんだり，坂道を用意してドングリを転がした

りする等，いろいろな遊びの中で自分のやってみたい事をどんどん楽しむ事ができるようにしてい

きたい。同じ遊びの中でも少しずつ変化を付けたり，周囲の人が遊んでいる姿を感じられるような

環境を整えて楽しいと感じた事を繰り返す事ができるようにしていきたい。 
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事例④ ≪見て，シャボン玉できた≫ ４歳児 ６月 
＜事例までの姿と 教師の願い＞ 
 色水遊びで，自分なりに遊ぶ姿が見られていた。よりいろいろな素材で遊ぶ事を楽しんでほしい

と思い，石鹸や泡遊びの環境を出した。また，石鹸は身近な素材でもあり抵抗がなく遊び始めやす

い素材でもあるので，自分なりに様々な事を発見し遊び込む事で，工夫をしたり，新しい事を発見

したりする楽しさを味わう事ができるのではないかと考えた。泡をつくっておくと，集める事を楽

しんだり，感触を楽しんだりしていた。そして，徐々に自分たちで欲しいものを教師に要求して遊

ぶ姿が見られるようになった。また，泡も自分たちでつくるようになり，どのように泡をつくった

らよいか，その泡をどうやって集めたらよいかを自分なりに試すようになった。              
・環境 
☆環境に込めた願い 

子どもの姿 ♡教師の援助 子どもの姿の読み取り 
教師の思い 

 
 
・囲む事のできる机の

置き方にする。 
・穴開きお玉やへら，

絞り袋を出す。 
☆友達の姿に刺激を受

けたり，共に遊ぶ事を

楽しんだりしてほし

い。 
☆泡の感触を楽しんだ

り，試したり発見した

りしてほしい。 
 
 
・テラスに色水遊びの

場を作る。 
・石鹸や容器等の用具

を相談して出す。 
☆雨のため，いつもの

場（園庭）には準備で

きないが，遊びを楽し

めるようにしたい。 
☆子どもたちからの思

いを大事に受け止めた

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・新しく粉ふるいや泡

立て器，容器等をいつ

もと同じ場所に置く。 
☆自分で使いたいもの

を選んで遊ぶ事を楽し

 
 
友達の姿を見て，同じよう

につくってみる。 
様々な道具を使って，泡を

集めたり，泡立てたりして

楽しむ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｈ児「一緒に色水遊びしよ

う」友達を数人誘う。 
色水を混ぜたり移したり

して遊ぶ。 
Ｈ児「先生こんな色（緑色）

になった」 
Ｉ児「Ｈ君，どうやったら

緑色になったん」 
Ｊ児「私は紫色！」 
Ｈ児「Ｉちゃん，これとこ

れ混ぜたらできるで」と伝

え，Ｉ児もやってみる。 
Ｈ児は，透明の容器に入れ

た色水の上に泡を乗せ，横

から見て，「上と下の色が

違う！」と発見する。 
Ｉ児・Ｊ児「ほんまや！」 
一緒にのぞき込んでいる。 
 
 
Ｋ児とＬ児は，一緒に泡づ

くりを始めた。 
Ｋ児は，水の中に石鹸を入

れてかき混ぜて泡をつく

ったり，泡立て器で混ぜて

 
 
♡側にいて，子どもたちの発見

に共に喜ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
♡遊びの姿を見守る。 
 
 
 
♡「ステキな色！」と，思いを

受け止めたり，共感したりす

る。 
 
 
 
 
 
 
 
♡「ほんとだね」と，短く声を

かけ，子どもたちが伝え合っ

たり，共感し合ったりする姿

を見守る。 
 
 
♡遊びの姿を見守る。 
 
 
 
 

 
友達と一緒に遊ぶ事を

楽しみ始めているので，

友達の姿を見たり，思い

を共有したりしながら，

より楽しさを味わって

ほしいと考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもたちで遊びの場

をつくり，自主的に遊び

始めているととらえた。 
今までつくった事のな

い色ができた事を発見

し，楽しんでいるととら

えて，認める。 
 
友達の姿に刺激を受け

て，自分なりに思った事

を聞いたり，話したりし

ている。友達同士で楽し

む事で，遊びが広がって

いると感じた。 
子どもの思いに共感し

たり，認めたりしてかか

わる事でより遊びが広

がると考えた。 
 
自分で遊びたいと思い

をもって遊び続けてい

た事で発見を積み重ね，

その発見をいかしなが

ら遊ぶ事を楽しんだり，

友達の様子を見て，取り

平成２９年６月６日（火） ＜泡を集めるのが楽しいな＞ 
 

平成２９年６月２１日（水）雨 ＜泡をたくさん集めたい＞ 
 

平成２９年６月２１日（水）雨 ＜色水と石鹸で遊ぼう＞ 
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んでほしい。 
 

滑らかにしたりする事を

楽しむ。 
Ｌ児もＫ児と同じように

石鹸と水で泡をつくる。 
すると泡がたくさんでき， 
Ｋ児「いっぱいできた」 
Ｌ児は，触れてみて「フワ

フワやな」と伝える。 
Ｌ児は，泡だけを集めよう

と，粉ふるいで泡を容器に

移す。ふるいに泡がたくさ

ん付き移せなくなり，泡を

取りたくなり，振ったり手

で拭ったりするが上手く

いかない。次に，息を吹き

かけると，泡が飛んだ。 
Ｋ児・Ｌ児「うわー」 
Ｌ児「先生見て，シャボン

玉できた」 
２人でその後も泡を飛ば

す事を楽しんだ。 

 
 
 
♡少し離れたところから，見守

る。 
 
 
 
♡試す姿を見守る。困っている

ような様子が見られたときに

は，声をかけられるようにす

る。 
 
 
 
 
 
 
♡伝えてきた言葉を受けて，

「すごいね。シャボン玉でき

た」と答えた。 

入れたりしている姿と

とらえた。 
 
２人でいるからこそ，じ

っくり思いを伝え合っ

て遊んでいると感じた。 
 
泡を粉ふるいから取り

たい思いからじっくり

と様々な方法を試して

いると読み取った。 
 
泡が飛んだ様子を見て，

今までの経験と結びつ

け，シャボン玉とつなが

ったととらえた。 
教師に伝えたくなるほ

ど楽しい発見した事を

認める事で，より２人で

遊ぶ事を楽しめるだろ

うと考え，かかわった。 

 [考察] 
好奇心や探究心を育む経験 

４歳児では，発見した事を積み重ねたり，新しい事に気づいたり，知ったりするという事も遊びを楽

しむ要素である事がわかった。また，様々な発見をし，発見を積み重ね，その発見をいかしながら遊ぶ

事も楽しんでいる。他にも，偶然に起こった事象をこれまでの経験とつなげる事で，より思いが膨らみ

楽しむ事ができる事もわかった。４歳児のこの時期，友達と一緒に遊ぶ楽しさを感じ始め，友達のつな

がりが広がり始めている。そんな友達と一緒に楽しんだり，同じ思いをもって遊んだりする事で，遊び

がつながったり広がったりしていく事がわかった。 
環境構成と教師の援助のポイント 
 繰り返し遊ぶ事のできる場や時間を保障していく事が大事である。しかし，今回のように時には自分

たちで遊ぶ場をつくる事で，より遊びを楽しむ事ができるようになる事もある。また，新しい用具を出

す事で，子どもたちはより試したり，様々な事に気づいた事で自信をもち，自分なりにめあてをもった

り，試したり，友達と同じ思いをもって遊ぶ事を楽しんだりする事がわかった。 
また，友達と顔を見合う事のできる環境をつくり，友達と刺激し合って遊ぶ事で，より試したり，友

達と同じ思いで遊んだりする。その時，教師は共に遊ぶ事はもちろんであるが，共に遊びの場を共有し

ながら見守り，必要な時に言葉をかけたり認めたりする事も大事であるとわかった。 
今後の保育計画 

友達と一緒に遊びつつ，十分に試しながら遊ぶ事を楽しめるように，机や用具の置き方等を工夫し，

顔を見合わせ，友達の刺激を受けて遊ぶ事ができるようにする。その時に，一人一人がじっくりと遊ぶ

事のできるスペースも確保する。 
また，子どもたちが遊びながら試したり，発見をしたりできるように，子どもたちの身近にあるドン

グリで試したり比べたりなど自分なりに工夫ができるような場をつくって遊んだり，何度もつくり変え

る事のできる粘土で，全身を使って試したりする事を楽しめるような遊びも取り入れていく。 
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事例⑤ ≪私の泡 もっとやってみたい!≫ ５歳児 ５月下旬～６月 
＜事例までの姿と 教師の願い＞ 

５月下旬，Ｍ児は泡遊びに興味をもった。始めは遊びに入りにくそうにしていたが，仲の良い友

達と一緒に，側にいた友達につくり方を聞くと，洗面器に削った石鹸の粉と水を入れ，泡立て器で

かき混ぜる事を楽しんでいた。翌日Ｍ児は再び「やりたい」と泡遊びを始めた。片づけの時間にな

ると，「置いておく」と泡の入ったボウルを棚の上に置いた。Ｍ児は，自分が遊びたいというより，

仲の良い友達が遊んでいるから一緒に遊ぶ事で安定しているような姿が多く見られた。そこで泡遊

びを通して自ら環境にかかわり，自分の思いを出しながら遊ぶ楽しさを味わってほしいと願った。 

・環境 
☆環境に込めた願い 

子どもの姿 ♡教師の援助 子どもの姿の読み取り 
教師の思い 

 
 
・友達と集い，遊び

の場で囲って遊べる

机を置く。 
・おろし器，泡立て

器，計量カップ等

様々な用具を出す。 
☆互いの顔が見え，

やっている事を伝え

合う事のできる距離

間で机を置く。 
☆それぞれの楽しみ

方に応じた用具が選

んで使えるように用

意する。 
 
 
 
 
 
 
・つくった泡を置い

ておく場所を作る。 
☆自分のつくったも

のを大切にしたい思

いを受け止め，続き

ができるように置き

場所を準備する。 
 
 
・子どもがつくった

泡を残すための容器

をペットボトルで作

り見たり比較したり

できるようにする。 
☆よりいろいろな泡

に目を向けられるよ

うにする。 
 
 

Ｍ児は自ら「やりたい」

と昨日の続きで削った

石鹸をボウルの泡に加

えては，泡立て器でかき

混ぜる。 
Ｍ児は「見て」と嬉しそ

うに言う。 

周りの子どもたちがＭ

児の泡に注目する。 
Ｎ児は驚いた様子で，

「Ｍちゃんみたいのつ

くりたい！」と言う。 
Ｍ児は実際にやって見

せ，Ｎ児は真似をしてつ

くる。 
Ｍ児は繰り返し泡をか

き混ぜ，クリーム状にな

った泡をすくい上げ確

かめる。 
Ｍ児は泡を大切そうに

置く。 
 
Ｍ児は少し恥ずかしそ

うに微笑む。 
 
 
 
少し水を加えたり，削っ

た石鹸を少しずつ加え

たり，真剣な表情で泡の

続きをつくる。 
「こんなんなった」「見

てー」とクリーム状やト

ロトロになった形状の

違う泡を嬉しそうに友

達と見せ合う。 

 
 
 
 
 
 
 
♡「Ｍちゃんの泡，クリームみ

たいで気持ちいいね。あ，落ち

ない！」と言い，泡を指につけ

てひっくり返す。 
 
 
 
 
♡「Ｍちゃんに教えてもらった

ら？」とＮ児に伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
♡降園時，クラスで教師がＭ児

の泡を知らせる。 
 
 
 
 
♡ 
♡自分なりに試行錯誤しながら

遊ぶ姿を見守る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｍ児にとって，試して遊べ

る環境が，仲の良い友達と

一緒の中でも自分の遊び

を見つけられるのではな

いだろうかと感じた。 

Ｍ児が楽しそうに何日も

継続して自ら遊んでいる

今している遊びを十分に

認めたいと思った。 

自分の思いを出して動く

姿が少ないＭ児が，自分の

している事を友達にすご

いねと認めてもらう中で，

自信をもってほしいと思

った。 

Ｍ児が一生懸命つくって

いる泡をみんなにも知っ

てもらい自信につなげて，

明日もこの遊びを楽しん

でほしいと願った。 

自分なりに試したり，考え

たりしてつくり，つくり方

によって泡が異なる事に

気づき始めていると読み

取った。 
真剣な表情になるほど集

中してつくった自分の泡

に喜びを感じていると思

った。 
 

平成２９年５月２４日（水） ＜続きをしたい！＞ 

平成２９年６月８日（木） ＜どうなるかな？＞ 

うにする。
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・へら，生クリーム

絞り，ポイ等新しい

用具を出す。 
☆より試して遊べる

ように用具を追加す

る。 

 
 
とろっとした泡やきめ

細かい泡等様々な泡を

つくる姿が見られる。 
Ｍ児は「先生，触って」

と満足そうな表情で言

う。 
 
 
友達と互いの泡を触り

合う。 
Ｍ児は周りの友達の言

葉を聞いて驚いた表情

を見せたり，微笑んだり

する。 
Ｍ児は泡の状態を確認

しながら黙々と自分の

泡をつくる。 

 
 
 
 
 
 
♡「Ｍちゃんの泡は，昨日より

しっかりしているね」とＭ児の

思いを汲み取って言う。 
Ｍ児が一生懸命つくっている

角が立つようなきめ細かい泡

を認める。 

 
自分なりにこんな泡をつ

くりたいという思いをも

つようになってきている

と感じた。 
Ｍ児はきめ細かい泡をつ

くる事を目指しているよ

うだととらえた。 
 
 
実際に触ったり，声を聞い

て見たりする中で，自分の

泡と比較し違いを感じて

いると読み取った。 
 
 
自分の泡にこだわりをも

ってつくっている事を感

じた。 
 [考察] 
好奇心や探究心を育む経験 
泡遊びは，石鹸や水を加える量や混ぜ方によって状態が変化し，全く同じものにはならない。そ

して，何度も試す事ができる。５歳児は，友達と集う事で，自分の泡と友達の泡を客観的に比較し，

違いに気づき互いに認め合う姿が見られた。そして，継続して遊ぶ事でより泡に興味をもち，周り

にいる友達へも目が向き，こうしたらどうだろうかと試したり，こんな泡をつくりたいと目標をも

って取り組んだりし，意欲的に遊ぶ姿につながった。 

環境構成と教師の援助のポイント 
固定した場所に環境を作った事や続きができるよう置いておく場を作った事が，継続して遊ぶ楽

しさを味わう事につながった。一旦終わっても続きができるという環境が，子どもたちにとって次

への期待をもって遊べる場であったのだろう。また，友達と机を囲んで集い互いに刺激し合える環

境の中，様々な用具を整え，したいと思った事をじっくりと試せる事が大切である。 
今後の保育計画 
 泡遊びで残しておける場を作った事で，水分が蒸発し泡の形状が変化する事を感じる姿等も見ら

れた。それぞれが気づいていたが，言葉で伝える事はなかったので，今後一人ひとりの気づきを友

達と伝え合う機会をもっていきたいと思う。また，泡からシャボン玉ができる事に気づく姿も見ら

れ始めたため，様々な用具を追加した。その中で，どのような液にすると割れにくいシャボン玉が

できるのか，何を使ったらどんなシャボン玉ができるか等，より試して遊べる環境を作った。しか

し，子どもたちは泡の探究に興味があり，自分の泡にこだわりをも 
ち継続してつくることを楽しんでいた。 
 Ｍ児は，泡遊びに夢中になって遊んだ頃から，苦手なプール遊び 
でも挑戦する姿が見られるようになった。Ｍ児のやってみようとす 
る思いを受け止め，自分の思いを更に出して遊べるよう見守ってい 
きたいと思う。 
  

 

 

平成２９年６月１９日（月） ＜私の泡 こうしたい＞ 
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【泡遊びのまとめ】

 泡遊びの事例より，考察することで見えてきた各学年の自ら心を動かし探究している姿を育む経

験や環境構成のポイントなどの特徴をまとめると次のようなことが見えてきた。

表１ 学年別探究する姿及び環境構成

 泡遊びの様子から各学年の探究の姿をとらえ，その時期に楽しんでいる姿から必要な環境を用意

することで，環境に積極的にかかわり，やりたいことの見通しをもって粘り強く取り組もうとした

り，次への意欲をもったりする姿が見られた。また，人とのかかわりを深めるには，発達に応じた

ものや人との距離があることがわかった。自分なりに試行錯誤し，心を動かして遊びを楽しみ探究

している姿は，「主体的・対話的で深い学び」と言えるのではないだろうかと思う。

自ら心を動かし探究している姿 環境構成のポイント ＜机の配置＞

３
歳
児

＜楽しいことを繰り返す＞

目の前にあることを楽しみ，楽しいことを

繰り返す中で，様々な体験を蓄積させてい

く。

○子どもがより自分のしたいことをで

きるように，握ったり持ったりしやす

い扱いやすい用具（取っ手付きコップ

等）や，ごっこ遊びのイメージがわき

やすい身近な用具（ゴムべら等）を用

意する。

○用具を一か所にまとめて置かず，子

どもの目や手の届く机の上などに用具

を置く。

○子どもが更にやってみたいと思える

新たな環境を用意し様子を見る。

コの字型にすること

で，ものや人との距離

を短くし，周りにいる

人を側で感じつつ，も

のにすぐ手が届き，一

人で遊ぶことを楽し

める配置にする。

４
歳
児

＜試すことが楽しい＞

これまでと違うことや自分の知らないこ

となどを発見する喜びを感じたり，偶然起

こった出来事をこれまでの体験と関連付

けたりする。自分なりのやりたい目的をも

って様々な方法を試してみようとする。

〇多くの子どもたちが集えるように広

い環境を用意する。

〇子どもが楽しんでいることをより楽

しむことができるよう（泡をつくる，

泡を使って遊ぶ，泡を集める等）豊富

な種類の用具（泡だけを集められるお

玉，様々な布等）を用意する。

〇用具や材料を分類して準備する。

友達と向かい合って

遊ぶことができる配

置にする。刺激をし合

ったりしながら，自分

自身で試すことので

きるスペースがある

ようにする。

５
歳
児

＜自分と友達を客観的に分析＞

友達のしていることと比較したり友達に

やって見せたり確かめたりして友達に認

められることがさらなる探究心につなが

る。継続することで変化を楽しみ，自分の

理想を追求したり極めようとしたりする。 

○遊びを継続し深めることができるよ

うに遊びの場を固定して，いつでも遊

べるようにする。

○つくった泡を残すことができる容器

や置く場所をつくり，自分の泡に名前

をつけて大切に置き，継続して遊べる

ようにする。

○自分のものを追求できる（自分の理

想の泡をつくる）様々な種類の用具（お

ろし金，計量カップ等）を用意する。

顔の見える

距離で， 

やっている

ことを伝え

合うことの

できる言葉

を交わし合

える距離間

を考慮した

配 置 に す

る。

体験

体験

体験

体験

新発見

関連付ける

試

し

追求

発信

友達

取
り
込
み

友達

（ 中 略 ）
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Ⅲ． まとめ 
 １． 実践の全体考察 

事例より好奇心や探究心を育む経験について以下のようにとらえた。 
   ＜自己を超えて育まれる好奇心・探究心＞ 
    私たちが，エピソードに書きたい子どもの姿や遊びは，これまでの子どもの姿から課題を

とらえ教師が願いをもち少しずつ動き出そうとする姿や，これまでとは違う遊びの楽しさを

感じている姿，その子どもらしさがよりいかされている姿などであった。事例に書く事で本

園の子どもの課題がより明確になった。未経験の事への不安，知識と体験がアンバランス，

一人では不安，周りが見えないなどである。そのような子どもたちの「科学していない心」

のように見える姿を教師が肯定的にとらえ，願いをもってかかわる事で，子ども自らが，過

去の自分自身を乗り越えて，心を動かし遊びを楽しむ中で，好奇心・探究心が広がり深まっ

ていく。 
事例より環境構成のポイントについて以下のようにとらえた。 

   ＜園庭の自然環境を生かす事＞ 
    幼稚園の園庭は子どもたちにとって貴重な自然体験の場である。日常に当たり前にある環

境を，教師自身が，そこにそれがある意味やこどもたちにどのような経験となる事を願うの

かなど繊細にとらえていく事が必要である。 
   ＜発達に応じた用具・材料・環境構成＞ 
    泡の遊びで，これまでも，学年に応じて用具など環境を整えていたが，記録を残し振り返

る事で，より，その学年の特徴をとらえて，遊びにいかす事ができた。 
   ＜自分たちでつくり出し，みんなで楽しむ雰囲気＞ 
    今年度，畑の経験を子どもたちとどのようにしていくかを考えた時に，子どもたちが必要

だと思える畑をつくりたいと思った。園内共通のイメージをもち，子どもたちが自分たちで

何もない所からつくるという，みんなで楽しむ雰囲気が子どもの心を動かしていった。 
 
２． 考察に基づく課題と今後の方向性・計画 
   ＜園庭，地域（京都御苑，鴨川）の自然環境等のさらなる活用＞ 
    園庭の木々，栽培物などまた，地域の資源について教師自身が関心をもち保育に積極的

に取り入れ，保護者，地域と協同し，子どもたちの感性を揺さぶる体験を充実させる。ま

た，園庭の築山の環境をどのように活かしていくか検討する。 
   ＜栽培に関する全体計画の見直し・作成＞ 
    「平成２９年度栽培計画」を本園の教育活動に位置付け，教育目標とのかかわり，各学

年のねらいや内容，子どもたちが経験している事について，「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」を念頭に置きながら，その時期にふさわしい「主体的・対話的で深い学び」を

意識化して見直し，「中京もえぎ幼稚園栽培に関する全体計画」の作成を目指す。 
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